
 

05（27） 雨水集排水施設（防災調整池含む） 

♦提示資料の要点 

雨水集排水施設は、本処分場で集排水される雨水を下流の既設防災調整池まで適切に排水

するために整備する。 

雨水集排水路は、本処分場の埋立期間（約 37 年間）を考慮し、50 年に一度の降雨に対し

ても適切に排水できるよう、50 年確率の設計雨量強度を採用し検討を行う。  

また、防災調整池についても、上流部に位置する雨水集排水路との関連性を考慮し、同じ

50 年確率の設計雨量強度を採用した。 

♦設計基準、関連基準等 

基準省令 第 2 条第 1 項第 4 号 

県指針 4-1-17 排水路、4-1-18 防災調整池及び沈砂池、4-1-20 隣接地の雨水等の

処理、5-1-10 排水路等 

全都清要領 6 章 雨水集排水施設（pp.313-322） 

その他 ・「道路土工－盛土工指針 平成 22 年度」（社団法人日本道路協会） 

・「道路土工－排水工指針」（社団法人日本道路協会） 

・「鳥取県林地開発許可に係る技術基準等運用規程」(以下「林地開発許可 

基準」という。) 

・「防災調節池等技術基準（案）解説と設計実例」（社団法人日本河川協会）

（以下「調整池基準」という。） 

♦施設等の概要・ポイント 

雨水集排水施設 ○雨水集排水路 

・排水路は開渠とする。 

・雨水流出量の算定は、合理式を用いて行う。 

・流出係数は、県指針に記載の数値を適用する。 

・洪水到達時間は、県指針に記載の数値を適用する。 

・降水強度は、降雨強度曲線により求める。降水確率年は、埋立期 

間を考慮して設定する。 

・排水路断面は、県指針に記載の方法により決定する。 

○防災調整池 

・降水強度の確率規模は、上流部に位置する雨水集排水路との関連 

性を考慮して設定する。 

・県指針に示されている以外の設計基準は、林地開発許可基準に準 

拠する。 

特記事項 ・県指針では、降水確率年は 30 年を原則とするが、埋立期間等を考慮し

て設定することとされている。そのため、本処分場の埋立期間（約 37

年）を考慮し、設計雨量強度を 50 年に設定した。 

・防災調整池は、既設防災調整池を利用することとした。 
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♦図面類 

図面番号 図面名 

128 第Ⅰ期／雨水排水全体流域平面図（上流側） 

129 第Ⅰ期／雨水排水全体流域平面図（下流側） 

126 第Ⅰ期／雨水集排水施設平面図（上流側） 

127 第Ⅰ期／雨水集排水施設平面図（下流側） 

317 第Ⅱ期／雨水集排水施設平面図 

142～145 第Ⅰ期／雨水集排水施設一般図（1/4）～（4/4） 

318～319 第Ⅱ期／雨水集排水施設一般図（1/2）～（2/2） 

182 第Ⅰ期／防災調整池流域平面図（上流側） 

183 第Ⅰ期／防災調整池流域平面図（下流側） 

320 第Ⅱ期／φ1500 バイパス水路平面図、縦断図 

322～323 第Ⅱ期／バイパス水路一般図（1）～（2） 

130～135 第Ⅰ期／雨水排水縦断図（1）～（6） 

136 第Ⅰ期／雨水排水詳細平面図（水処理前道路） 

137 第Ⅰ期／雨水排水詳細平面図（一廃埋立地法面部） 

138～139 第Ⅰ期／B9-2 路線 雨水縦断図（1/2）～（2/2） 

146 第Ⅰ期／既設排水管接続管φ700，工事中沈砂池一般図 

 

♦根拠資料 

資料名 備考 

雨水流量計算書 P69 

下流水路図面（現況・改修） P76 

下流水路流下能力計算書（現況・改修） P90 

防災調整池容量計算書 P99 

雨水の表流水排除について P126 
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1．雨水集排水施設 

(1) 県指針基準 

雨水集排水施設の県指針基準は、以下のとおりである。 

【県指針（p.9）より】 
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【県指針（p.10）より】 

 

 

(2) 雨水集排水施設設計 

1) 設定条件 

雨水集排水施設設計の設定条件は、以下のとおりである。 

○準拠基準：県指針 

○雨水流出量の算定：以下の合理式による算定 

 Ｑ＝1/360・ｆ・ｒ・Ａ 

   Ｑ：雨水流出量（m

3

/sec） 
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   ｆ：流出係数 

   ｒ：降水強度（到達時間内の平均降水強度）（mm/h） 

   Ａ：集水面積（ha） 

○流出係数： 

・裸地、舗装：1.0 

・耕地：0.8 

・草地：0.8 

・林地：0.7  

ただし、流域において地表状態が混在する場合は、加重平均により算出する。 

○洪水到達時間： 

当該地は流域面積が 6.66ha であり、50ha 以下のため、洪水到達時間を 10 分とす

る。 

○設計雨量強度： 

・50 年確率：ｒ=1,580.3/（t

0.7

+5.711）=147.4mm/hr 

※t は洪水到達時間である。 

○雨水集排水施設の流下断面計算：以下のマニング式による算出 

 Ｑ＝Ａ・Ｖ 

  Ｑ：流量（m

3

/s） 

  Ａ：流水断面（m

2

） 

  Ｖ：平均流速（m/sec） 

 Ｖ＝（１／ｎ）・Ｒ

2/3

・Ｉ

1/2 

  ｎ：粗度係数 

  Ｒ：径深（m）（＝Ａ／Ｓ） 

  Ｓ：潤辺長（m） 

  Ｉ：水路勾配 

○粗度係数： 

・コンクリートＵ型水路（二次製品）：0.013 

・自由勾配側溝：0.014 （コンクリートＵ型水路と現場打ちコンクリートの中間値） 

・現場打ちコンクリート：0.015 

○断面の余裕（安全率）： 

・開水路で流速 3.0ｍ/sec 未満は、1.2 

・開水路で流速 3.0ｍ/sec 以上は、2.0 

・暗渠は、2.0 または管径 60cm のどちらか大きい径 
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2) 雨水流量計算書 

次頁に雨水流量計算書及び雨水排水全体流域平面図を示す。 
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